
中
堅
社
員
が
1
対
1
で

営
業
手
法
な
ど
指
導

地
方
銀
行
の
H
銀
行
は
若
手
行

員
の
研
修
を
強
化
す
る
。
八
行
ぬ

年
前
後
で
営
業
成
績
が
優
秀
な
中

堅
社
員
を
指
導
役
に
抜
燿
。
若
干

行
員
と
1
対
1
で
接
す
る
こ
と

で
、
金
融
商
婿
な
ど
の
販
売
ノ
ウ

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　

…最
前
線
で
働
く
中
堅
社
員
が
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
　

…
指
導
役
は
現
場
で
働
く
テ

ス

ー
級
で
構
成
約

1
年
間
に
わ
た
り

…
着
手
を
育
成
す
る
。
教
え
る
優
に

-

恒
る
こ
と
で
将
来
の
幹
部
候
補
と

…し
て
本
人
の
自
覚
を
高
め
る
効
果

も
期
待
で
き
る
‘

暇
を
組
み
合
わ
せ
る
‘

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
中
は
店
舗

周
辺
の
競
合
店
や
繁
盛
店
な
ど
を

視
察
し
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
点
を

今
後
の
営
業
に
生
か
す
。
結
果
は

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
社
長
に
提

出
す
る
。

店
長
自
ら
が
自
分
の
店
と
他
店

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
な

店
づ
く
り
を
考
え
る
契
機
と
も
な

、
つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
長
期

休
暇
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
し

た
。
可
特
に
麩
!
約
な
｣古
づ
‐く
り

、ノ

"

フ

‐
l
【

･

J
I

-、
ぃ
す
く

　
　

　
　

　　
　　　
　
　
　

行
す
る
優
秀
な
人
材
の
育
成
と
い

う
両
立
を
狙

っ
て
い
る
。

始
業
時
間
を
早
め
て

午
後
は
在
宅
勤
務

通
信
機
器
の
K
社
は
、
今
夏
の

電
力
不
足
に
向
け
た
節
電
対
策
と

し
て
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
と
住
宅
勤

務
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
働
き

万
に
取
り
組
む
。
導
入
期
間
は
め

月
ま
で
。

午
前
9
時
の
始
業
時
間
を
1
~

2
時
間
早
め
、
午
後
は
住
宅
勤
務

赤
字
国
債
の
発
行

国
の
歳
人
不
足
を
補
う
国

債
に
は
、
建
設
国
債
と
赤
字

国
債
の
2
種
類
が
あ
る
。
建

設
国
債
は
財
政
法
に
基
づ

き
、
道
路
や
ダ
ム
な
ど
社
会

ミ

資
本
整
備
の
財
源
の
調
達
を
九

目
的
に
発
行
す
る
。
赤
字
国

債
は
建
設
国
債
を
発
行
し
て

も
歳
人
不
足
が
見
込
ま
れ
る

場
合
、
使
途
を
定
め
ず
に
発

行
で
き
る
。

赤
字
国
債
は
財
政
法
の
特

例
と
し
て
発
行
す
る
た
め
、

会
計
年
度
ご
と
に

｢公
債
発

行
の
特
例
に
関
す
る
法
案
｣

と
呼
ば
れ
る
赤
字
国
債
発
行

法
案
を
国
会
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
。

税
増
収
を
背
景
に
↑
9
9

＼

0
~
↑
9
9
3
年
度
は
発
行
い

示
し
な
か
っ
た
が
、
94
年
度
以
べ

き
降
は
毎
年
発
行
し
て
お
り
、
い

特
に
2
0
0
9
年
以
降
は
鍵

べ

兆
円
台
の
巨
額
発
行
が
続
い
ト

ミ…
て
い
る
。

/ヘ
ノ>
>
＼ノ>
)′＼′･〈
<、/＼/＼ノ＼/)＼
ぺ
(、ノ＼′へ/~く
/＼/＼く
/＼′＼′＼/~

主
に
つ
な
げ
た
り
す
る
。

食
=即
ス
ー
パ
ー
の
T
社
は
、
し囃

地
域
間
の
競
争
が
激
化
す
る

長
に
連
続
2
週
間
の
連
続
休
暇
を

中
、
営
業
現
場
で
の
セ
ー
ル
ス
ト

ー
義
務
づ
け
た
。
1
週
間
の
有
給
休

i
ク
や
交
渉
の
進
め
方
な
ど
、
具

一
暇
と
1
週
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休

る
。
他
店
を
ハ
シ
ゴ
す
る
過
程
で
、
一
と
す
る
。
白
色
の
パ
ソ
コ
ン
で
作

一
幅
広
い
消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
店

業
が
で
き
る
よ
う
社
内
体
制
を
構

一
づ
く
り
を
彪
す
び
、
今
後
の
=川
そ
ろ

象架
し
た
き
在
宅
勤
務
は
業
務
分
野

-
え
や
商
品
の
見
せ
方
な
ど
に
反
映

…
で
向
き

･
不
向
き
が
あ
る
た
め
、

さ
せ
る
‘

-従
業
員
の
約
4
割
と
な
る
見
込

働
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
-

7
~
9
月
に
5
=
周
取
得
で
き

流
通
業
界
で
は
店
長
の
加
重
労

一み
。

一
社
員
の
待
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
て

一
る
夏
本
休
暇
も

-
斉
取
得
し
、
昭
ぷ

.
い
る
ゞ
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
高

…明
や
空
調
な
ど
を
控
え
る
。

め
る
と
と
も
に
幅
広
い
視
野
を
特
一

小
川
薑
税
理
士
事
務
所
だ
よ
り

士
也

礎
滋

80
3
2

肌
24
24

人
譫
言

　
　
　
　　
　　

編
駝
月
期
総

　
　
　　
　　
八幡浜市浜之町180番地



振
り
出
し
た
融
通
手
形
の

決
済
資
金
の
提
供
が
な
い

　

　　
　

-ー
l
1融
通
手
形
の
振
出

取
引
先
の
A
社
か
ら
融
通
手
形
の
振
り
出
し
を
頼
ま
れ
、
当
社
と
し
て
も
A
社
に

~

倒
産
さ
れ
て
は
困
る
の
で
依
頼
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
A
社
か
ら
決
済

;

資
金
の
提
供
が
な
く
、
当
社
が
手
形
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
A
社
に
対
し
て

責
任
を
追
及
し
た
い
ー
。
今
回
は
こ
の
ケ
ー
ス
を
も
と
に
振
り
出
し
た
融
通
手
形
の

決
済
資
金
が
満
期
ま
で
に
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
対
処
を
考
え
て
み
た
い
と
恩

~い
ま
す
0

囮
融
通
手
形
と
は
圏

…

と
を
｢商
業
手
形
｣と
呼
び
ま
す
が
、こ
れ
と

商品
の売買など商凶収引
に基づ
いて
一徹釧納椥洌仏岬碓講演資総潮能吻桃劾

支
払
の
た
め
に
振
り
出
さ
れ
る
手
形
の
こ

一
た
は

｢金
融
手
形
｣
と
よ
ば
れ
る
手
形
が

る

求

　
　
　
　
　

　
　

　

　
　
　

　 　　　 　　　　

融通手形のホ家出

　
　　
　
　

　

　

　　　
　　
　　
　　
　
　

ニ
の
…

-応ぜ
開｣

　
　　
　
　
　

　　
　
　
　　
　　

一

-麗
艇
欝
離
鐙
溺
-

-
互
い
に
子
形
を
交
換
し
ぁ
つ
た

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

融
通
者
と
融
通
依
頼
者
と
の
間

で
は
、
手
形
の
満
期
ま
で
に
融
通

依
頼
者
が
融
通
者
に
手
形
の
決
済

資
金
を
提
供
す
る
か
、
満
期
ま
で

に
手
形
を
買
い
戻
し
て
手
形
を
返

"
即
す
る
か
し
て
、
融
通
者
に
資
金

一
約
な
負
担
を
か
け
な
い
約
束
を
し

…
ま
す
“

り
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
複
雑
に
書
き

合

っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

融
通
手
形
と
い
っ
て
も
、
手
形
そ
の
も

の
は
通
常
の
約
束
手
形
や
為
替
手
形
を
使

用
す
る
の
で
、
外
見
上
は
商
業
手
形
と
区

別
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

し
か
し
、
融
通
手
形
の
本
質
は
商
取
弓

の
裏
付
け
の
な
い

｢借
入
金
｣
で
あ
り
、

し
か
も
、
運
転
資
金
の
資
金
難
の
時
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
不
渡
り
に

な
る
危
険
性
も
高
い
の
が
現
状
で
す
。

融
通
手
形
は
手
形
振
出
の
原
因
と
な
る

商
取
引
や
対
価
関
係
が
な
く
、
融
通
手
形

の
当
事
者
間
で
は
手
形
の
支
払
を
拒
絶
で

き
ま
す
が
、
そ
れ
が
第
三
者
に
渡
っ
て
し

一
ま
う
ン
原

則
と
し
て
融
華

形
で
あ
る

…
こ
と
を
理
田
に
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
ば

一

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
手
形
の
所
持
人
が

融
通
手
形
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
手
形
上

の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
も
同
じ
で
す
。

た
だ
、
譲
渡
人
が
振
出
人
を
害
す
る
こ
と

を
知
っ
て
手
形
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合

は
、
こ
の
譲
渡
人
に
対
し
て
は
手
形
の
支

払
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
悪
意
の
抗
弁
権
と
呼
び
ま
す
。

■
法
的
に
は
請
求
可
能
■

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
融
通
手
形
の
振
り

し
た
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
融
通
手
形

の
当
事
者
間
で
は
、
融
通
依
頼
者
が
満
期

ま
で
に
手
形
の
決
済
資
金
を
提
供
す
る

か
、
手
形
を
買
い
戻
し
て
融
通
者
に
手
形

を
返
還
す
る
か
の
約
束
が
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
約
束
を
融
通
契
約
と

い
っ
て
い
ま
す
が
、
依
頼
者
の
A
社
は
こ

の
約
束
を
守
ら
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と

で
、
契
約
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

が
法
律
的
に
は
可
能
で
す
。

ま
た
融
通
者
が
手
形
資
金
を
決
済
し
、

本
来
、
決
済
資
金
を
提
供
す
べ
き
依
頼
者

が
そ
の
こ
と
に
よ
り
手
形
金
額
相
当
分
を

利
得
し
て
い
る
形
と
な

っ
て
い
ま
す
か

ら
、
不
当
利
得
返
還
請
求
も
可
能
で
す
。

た
だ
、
法
律
的
に
は
こ
の
よ
う
な
請
求

権
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
実
際
は
資
金
繰

り
に
林
っ‐て
融
通
者
に
融
通
手
形
の
振
出

を
頼
み
込
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
決

済
資
金
を
約
束
通
り
提
供
し
な
か
っ
た
融

通
手
形
の
依
頼
者
に
は
、
弁
済
資
力
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
全
額
の
返

還
は
期
待
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

銀
行
か
ら
倍
入
れ
が
出
来
な
く
な
っ-

て
、
融
通
手
形
を
利
用
し
な
け
れ
ば
事
業

を
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ

た
と
き
は
、
す
で
に
そ
の
会
社
は
倒
産
の

-

危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
十

一‐

分
理
解
し
、
そ
の
上
で
融
通
手
形
を
振
り

出
す
か
ど
う
か
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
･

融
通
手
形
は
こ
の
よ
う
に
当
事

一
者
の
▲
方
が
他
方
に
融
通
す
る
形

一

人向

の
ケ
ー
ス
で
は
融
通
手
形
の
振
リ

ー

-

　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　



m
m
川

一
m
一

　
　
　

--
中
小
企
業
の
節
電
対
策

　
　
　
　
　　
　　

ー

小
ま
め
に
電
源
の
O
N

･
O
F
F
。
L

E
D
照
明
の
利
用

(消
費
電
力
め
%
カ

ッ
ト
)
な
ど
の
省
エ
ネ
化
。

②
パ
ソ
コ
ン
関
係
!
!
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の

輝
度
設
定
を
下
げ
る
。
パ
ソ
コ
ン
本
体

の
省
電
力
設
定
。
席
を
立
つ
と
き
や
不

使
用
時
に
は
電
源
を
O
F
F
。
プ
リ
ン

タ
ー
も
不
使
用
時
は
電
源
を
切
る
。

@
空
調
関
係
!
!
↓
冷
房
温
度
は
第
℃
設
定

に
。
空
調
を
す
る
部
屋
を
絞
り
込
む
。

扇
風
機
を
併
用
す
る
。
空
調
の
清
掃
に

よ
る
効
率
の
ア
ッ
プ
。
カ
ー
テ
ン
や
日

差
し
を
利
用
し
て
日
照
に
よ
る
温
度
上

昇
を
抑
え
る
。

一
④
設
備
機
器
関
係

ー
揉

み
や
退
社
時

は
各
機
器
の
電
源
オ
フ
の
徹
底
。
冷
蔵

庫
や
給
湯
器
の
出
力
を
セ
ー
ブ
。

◎
節
電
担
当
者
を
決
め
る
i
i
i
節
電
担
当

者
を
任
命
し
て
、
節
電
の
効
果
の
検
証

と
改
憲
=を
社
内
に
徹
底
さ
せ
る
。

一■
勤
務
時
間
.
休
日
の
変
更
圏

今
夏
、
就
業
時
間
や
就
業
H
を
柔
軟
に

- -
変
更
す
る
こ
と
で
節
竜
を
図
る
企
業
も
あ

-

-

　

　　
　　
　　
　

一
昼
間
の
電
力
節
電
の
た
め
に
始
業
時

一
問

.
終
業
時
間
を
早
め
た
り
、
所
定
休
日

尹
を
見
直
し
た
り
、
連
続
休
業

･
休
暇
を
活

用
し
て
労
働
時
間
の
長
さ
を
見
直
す
ー
な

ど
、
既
に
多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
夏
は
週
休
3
日
、
冬
は
週
休
1

日
と
い
っ
た

｢変
形
労
働
制
｣
を
導
入
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

労
働
基
準
法
で
は
労
働
時
間
に
週
"
時

間
以
内
、
1
月
8
時
間
以
内
と
い
っ
た
規

定
を
設
け
て
い
ま
す
。
た
だ
季
節
で
繁
閑

の
あ
る
企
業
は
、
忙
し
い
時
期
は
労
働
時

間
を
長
く
し
、
忙
し
く
な
い
時
期
は
短
く

設
定
し
、
平
均
し
て
週
40
時
間
を
超
え
な

い
よ
う
に
す
る

｢変
形
労
働
時
間
制
｣
を

導
入
で
き
ま
す
。

導
入
に
は
就
業
規
則
を
見
直
し
た
後
、

労
働
基
準
局
に
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま

-

ず
。
こ
れ
ま
で
は
年
当
初
な
ど
に
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
決
定
し
た
後
は
、
導
入
期
間
中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…

中
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と
を

認
め
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

-

使
で
よ
く
話
し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

々

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
東
京
電
力
管
内
の
夏
季
の
電
力
が
不
足
す
る
事
態

~
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
は
中
小
企
業
に
も
15
%
の
節
電
を
求
め
て
い
ま
す
。
節
電
と

ば

電
力
の
無
駄
を
な
く
し
･

効
率
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
す
o

言
い
換
え
れ
ば
･

コ

~
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
で
す
。
今
夏
、
節
電
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
、
コ
ス
ト
削
減

~の
好
機
と
も
な
る
の
で
す
。

ま
ず
節
電
の
効
果
的
な
実
施
に
は
、
社

員
全
員
〈が
節
電
の
内
容
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
実
行
す
る
の
は
社
員

で
す
か
ら
、
社
H
全
員
ハが
理
解
し
、
納
得
し

な
い
限
り
実
現
で
キ
1
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え

で
社
員
か
ら
節
電
の
自
発
的
な
知
恵
が
出

る
よ
う
進
め
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。
ま

一般的な職場に

おける電力消費比率

他
6

の
"

　　

　

社

一
た
節
電
計
画
の
作
成
か
ら
実
施
に
あ
た
っ

る

‐

て
の
担
当
者
や
分
担
、
月
報
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
社
内
の
体
制
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

田
職
場
で
の
節
電
の
参
考
事
例
■

基
本
的
に
は
不
要
不
急
の
利
用
を
減
ら

す
、
稼
働
時
間
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
ま

た
製
造
業
で
は
操
業
の
シ
フ
ト
の
変
更
や

消
費
電
力
の
多
い
機
械
の
稼
動
の
ピ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冷
房
の
温
度
設
定
を
1
度
十
げ
る
と
、

5
%
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
す
。
盪
℃
鞍

一礼
の
冷
房
を
器
℃
に
す
る
こ
と
で
消
費
竜

一
力
の
削
減
効
果
は
幻
%
期
待
で
き
ま
す
。

一
の
照
明
設
備
関
係
:
:
:
使
用
頻
度
の
低
い

一
部
屋
の
照
明
の
間
引
き
、
照
度
の
変
更
。
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げ
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ぬ

晃
窮
テ
ーや
か
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皺灰ゾ諭磯(効い汐卦効迄鰍浄肘邦械
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ビ
ズ
の
前
倒
し
だ
化
宅
勤
務
の
励
行
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納
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価
格
の
3
割
引
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F
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を
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考
え
ら
れ
ま
す
,

よ
ハそ
く
、社
内
報
を
製
作
す
る
た
め
に
か

-

サ
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